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次世代高速モバイルアクセ

スIPネットワークの構成例
次世代ネットワークでは,

無線区間のデータの高速転送

性を確保し,lP主体のネット

ワークが構築されていく｡

近年のインターネットと移動体通信の利用の伸びには,目覚ましいものがある｡耳割こわが国では,通信キャリヤやISP(】nternet

Service Provider)だけでなく,一般企業までもが携帯端末を用いて実現できる､従来の固定網にはない情報サービスを提供し

てきた｡その結果,移動体通信を利用したインターネットアクセスが,普及度の面で,従来のアクセス手段以上の位置づけと

なってきている｡しかし,現状の移動体通信でのデータ転送は,音声中心の回線交換をベースとしているため,高速データ転

送性が要求される苦楽や地図,さらに,動画配信を実現するには十分ではない｡そのため,高速データ転送性も考慮した次世

代移動体通信が提唱,標準化され,2001年以降の実用化に向けて検討され始めている｡これが実現すると従来の固定系インタ

ーネットアクセスに比べて転送能力が大幅に向上するので,移動体通信は新たなアクセス手段として各界から注目されると考

えられる｡

日立製作所は,この次世代移動体通信の実現に向けて,最新のIP(lnternetProtocol)技術を用いたアクセスネットワークシス

テムを開発している｡

はじめに

1995年を境に,移動体通信利用者とインターネット利

用者の数は時を同じくして増加の一途をたどっている｡

当初,移動体通信は,｢かけたいときに,かけたい場所

で+という,音声主体の従来の国定電話と同じ使われ方

の延長にあった｡また,インターネットでも,企業ユー

ザーや学校,公的機関などを11心とするアクセスが主体

であった｡

PHSによる64kビット/sのデータ転送サービスや携帯

電話のパケットサービスの開始に伴い,モバイルコン

ビューティングがユーザー間に徐々に浸透してきた｡

1999年2月,携帯端末での手軽なインターネットアク

セスを可能とするシステムが登場すると,それと呼応す

るように,移動体通信からアクセスしやすい形態のネッ

トビジネスを提供する企業も現れた｡そして,今までイ

ンターネットアクセスの経験のないユーザーを次々に取

り込み,移動体通信によるインターネット利用者数は,

2000年7月には1,500万加入を超える勢いとなった-)｡

しかし,現状のシステムでは,データ転送速度が通信

方式によって異なるが,9,600ビット/s,32kビット/s,

64kビット/sと音声主体の低ビットレートであることか
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ら,複雑なコンテンツ配信をはじめ,今後のインターネ

ットビジネスの主流と考えられる音楽や動睡憎己信などメ

ガビットクラスの大容量データを短時間に送受信するの

は難しい｡そのため,"IMT-2000(InternationalMobile

Telecommunication-2000)”と呼ばれる,マルチメディア

化に対応した次世代移動体通信システムが全世界で開発

され始めている｡

ここでは,次世代移動体通信システムに適応し,高速

データ伝送が可能なIP(InternetProtocol)アクセス ネッ

トワーク システムの概要と,そのネットワークで実現す

る新無線アプリケーションサービス,およびこれらの将

来展望について述べる｡

次世代モバイルアクセスIPネットワークの

概要

口立製作所は,国際標準化機関である"3GPP2(3rd

Generation Partnership Project2)”の標準化に対応し

た,高速モバイルアクセスIPネットワークシステムの開

発を進めている｡その概要について以下に述べる｡

2.1ネットワーク構成

このネットワークは,移動機から順に,AP(Access Point),

CR(ConsolidationRouter),PDSN(PacketDataServing

Node)およびHA(HomeAgent)で構成する(図1参照)｡

APは,従来の基地局と基地局制御装置の機能を兼ね

備えたもので,無線区間の状況に応じたデータ転送レー

ト調整や,-一一定時間データの流れない端末に対応する無

線チャネルを開放するドーマント管理などの軽線リソー

ス制御,および移動機の位筒管理を行う｡

CRは,複数のAPと接続して,各APからのデータを

APから指定されたPDSNにルーティングする機能や,物

理的な集線楼能を持つ｡
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2.2 特徴(移動管理方法)

この高速モバイルアクセスIPネットワークの特徴とし

て,モバイルIPを川いた移動管理がある｡これは,HA

とPDSNに実装したFA(ForeignAgent)によって行う｡

モバイルIPでは,HAが移動機のホームIPアドレスあ

てのパケットを捕捉(そく)し,移動機が所属するPDSN

(FA)にカプセル化(すなわち"IPinIP'')して転送するこ

とにより,移動機が移動しても同一のIPアドレスを継続

使用できるようにする｡同様な機能はAP-PDSN間にも

適用され,移動横がAP間を移動した場合にはAP-PDSN

間で新たな登録処理を実行することにより,PDSNはデ

ータの送り先APを特定することができる｡

2.3 標準化への対応

上述の技術は,無線部の標準化サブワーキンググルー

プである"TSG-C”で,AP-PDSN間のインタフェースにつ

いてはl`TSG-A''で,モバイルIPを用いたネットワークア

ーキテクチャについては``TSG-P''などでそれぞれ議論さ

れているコJ｡また,わが国では,社同法人電信電話技術

委員会(TTC)と社団法人電波産業会(ARIB)の各ワーキ

ンググループが主にダウンストリームの標準化活動を行

っており,日立製作所は,これらの活動に参画している｡

次世代モバイルアクセスネットワークが実

現する新無線アプリケーション(プッシュ

型サービス)

3.1新プッシュ型サービスヘの期待

この高速モバイルアクセスIPネットワークシステムで

は,高速モバイル アクセス サービスにとどまらず,無

線常時接続サービスを行う予定である｡特に,車載パソ

コンを移動機とする場合には,バッテリの消耗問題がな

く,常時接続が可能になるので,新たな無線アプリケー

ションの創生が期待されている｡例えば,移動機をサー

HA
lSP･ サーバ

イントラネット 注:略語説明

ISP(hternetServiceProvider)

図1次世代高速モバイルアクセ

スIPネットワークの構成と移動

管理方法

HAとPDSNに実装したFAを連携

させることにより,移動機の動きに

追従することが可能になる｡
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表1プッシュ型情報配信サービスの例

新無線アプリケーションにより,これらのサービスの実現が可

能になる｡

No. 新サービス例 概 要 課 題

1 無線広告 ●固定サーバから移 ●移動機の地理的位置

動機への放送型プ に応じたプッシュ型
2 緊急情報報知

ッシュサービス コンテンツ配信方式

3
移動サーバサ ●移動機からのプッ ●lPv4グローバルア

ービス
シュサービス ドレスの枯渇

4
オークション･

株取り引き
●プッシュサービス ●電子メールによる通

の条件をユーザー 知以外に,高速で効

5 交通情報報知 が動的に指定でき 率的なプッシュ型情

る,固定サービス 幸閲己信方式

6
地図配信ナビ

ゲーション
から移動機への条 ●アドレス変換機能付

件付きプッシュ型 きプッシュ型情報配

7 輸送車両管理 サービス 信方式

バとする｢移動サーバサービス+という,従来のネットワ

ークになかった新しいプッシュ哩サービスも叶能になる｡

3.2 新プッシュ型サービスの事例と課題

プッシュ型情報配†言サービスの例を表1に示す｡純粋

なプッシュサービスはNo.1からNo,3までであり,残りは

擬似プッシュサービスとして分類できる｡

No.1の無線広告やN().2の緊急情報報知などのリアルタ

イム性を要する情報配信では,移動機の地理的位置に応

じてコンテンツ(内容)を変えながら配信することがサー

ビスの本質であむ),実現上の課題でもある〔つ

No.3の移動サーバサービスは,バスや電卓などの公共

車両とタクシーなどの業務川中両に対して,放少ない

IPv4グローバルアドレスを割り当てることによって実現

が可能である｡しかし,IPv4グローバルアドレスの数が

枯渇している現況では,何百万白もの移動機にこのグロ

ーバルアドレスを割り当てることはできない｡そのため,

･般車両や携帯端末,パソコンなどの移動機に対しては,

IPv4プライベートアドレスを割り当てることにより,

NAT-PT(Network Address Translation-ProtocoI

Translation)に代表される,擬似的にグローバルアドレス

を移動機に割り当てる機能の実装でサービスが可能となる｡

No.4からNo.7の擬似プッシュサービスでは,インスタ

ントメッセージのような,電子メールに代わる高速かつ

効率的な配信方法が課題である｡

新無線アプリケーション(プッシュ型サー

ビス)の実現方式

4.1従来の構成

従来のWAP(Wireless Application Protocol)サービス

を利用したインターネット アクセス サービスは,移動

様にダイナミックに割り当てた｢プライベートIPアドレス+

をNAT-GW(Netw()rkAddressTranslation-Gateway)

上のNAT(Netw()rk Address Translation)機能で｢グロ

ーバルIPアドレス+に変換することによって実現するこい｡

通常のNATによるトランスレーション方式では,インタ

ーネットに向かうパケットが到着した時点で,移動機の

IPv4プライベートアドレスをNAT-GWのIPv4グローバル

アドレスに変換し,インターネット側からの返答がNAT-

GWに到着した時点で逆変換を行うことにより,プライベ

ートIPアドレスを用いたプル型サービスを実現していた｡,

4.2 日立製作所のプッシュ型サービスの実現方式

上古止の方式に対して,高速モバイルアクセスIPネット

ワークでは,無線広一告や道路交通情報,地震･火災など

の緊急通報など,IPv4グローバルアドレスからIPv4プラ

イベートアドレスへの変換を安するプッシュ租サービス

は,例えば,IPv4マルチキャストアドレスをIPv4プライ

ベートアドレスに変換する,｢マルチキャスト･ユニキャ

スト変換機能+をNAT-GWに追加実装することで可能と

なる｡さらに,移動機の地理的位F引苗報を保持するPDE

(Pnsition DependentEntity)とサーバを連携させること

により,何じ位置に存在する複数の移動機に対して特定

の情報をプッシュすることも可能になる(図2参照)｡

このような地域限定のプッシュ型サービスは,無線広

告や緊急情報報知などのサービスを実現する際に特に有

効であると考えられる｡この場合,コンテンツサーバが

サービスごとに異なるマルチキャストアドレスにプッ

シュするか,または,コンテンツサーバで全情報をNAT-

GWに対してあらかじめプッシュしておき,NAT-GWに

キャッシュした情報に対してコンテンツフィルタリング

を行うことによむ),マルチキャスト情報をユニキャスト

情報に変換して附信する｡なお,移動機識別子である

NAI(Netw()rk AddressIdentifier)ごとのサービス契約

情報に基づいて,NAT-GWを移動機の代理としてIPマ

ルチキャストグループに参加させておけば,移動機にマ

ルチキャスト機能を搭載する必要がなくなる｡このよう

に,ユーザー情報とユーザー情報に対応するサービス契

約情報をNAT-GWに記憶しておき,この情報をfHいてア

ドレス変換とコンテンツ変換を行えば,移動機に変更を

加えることなくプッシュサービスを実現することができる〔こ.

上記では,プッシュサーバでIPv4を使い,移動機でも

IPv4を使うことを仮定した｡しかし,移動機でIPv6を用

いるようになっても,NAT-GWでのNAT-PTによる変換

機能は必須である｡また,プッシュサーバでIPv6を使え
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地域限定のプッシュ型サービスゾーン

▲

端声

＼
▲

セル＼

⊥･

′

/

/

l ▲
▲

端末の地理的

､位置情報

PDSN

PDSN

位置情報サーバ

朝
HA

･マルチキャストーユニキャスト変換

･プライベート･一グローバル変換

･PDE連携コンテンツフィルタ

地図配信サーバ

▲

ml芳.笥童
ヨ 寸､

⊥だ■l≡亡Il Ⅶ

---◆

＼＼// /

＼/

＼＼＼＼1｢ニ
ソーン(位置登録エリア,ページンクエリア)

ばNAT-GWによるアドレス変換機能は不要になるが,サ

ービスによっては,コンテンツ変換などの高機能NAT-

GW機能が必要となる｡

おわりに

ここでは,次世代高速モバイルアクセスIPネットワー

クについて述べた｡

高速モバイルアクセスIPネットワークは,移動体通信

網本来の移動性を損なうことなく,無線区間の高速デー

タ転送の特性を確保している｡日克製作所は,これらの

特性に加え,移動端末のネットワークへの常時接続がで

きるネットワーク構成を提案している｡これにより,現

在のインターネットアクセスに代わる新世代のインター

ネットアクセスが実現するものと予想している｡その優

位性を有効に活用することにより,｢いつでも,どこで

も,快適に+,(1)映画や音楽CD,電子書籍クラスの人

容量データ配信,(2)会社と自宅,本社とサテライトオ

フィスなどを結ぶ高速VPN(VirtualPrivate Network)

サービス,(3)即時性のあるユニファイドメッセージサ

ービスなど,さまぎまな新サービスの実現が期待できる｡

さらに,高速モバイル アクセス システムの普及に伴

い,今までとは異なるモバイルコンテンツ配信の登場も

予想される｡また,IPv6などの最新技術の導入や,音声

も含めた全IPネットワーク化も考えられる1〉｡

日立製作所は,これらのサービスに合わせたネットワ

ークの拡張性への対応に加え,新規サービスの開拓など

を含めたソリューションの提案に努めていく考えである｡

参考文献など

1)社団法人電気通信事業者協会(TAC)2000年8月8日発表

http://www.tca.or.jp/japan/daisu/
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